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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの光源（２，１２）、少なくとも１つの投影光学系（４，１４）、少な
くとも１つの制御装置（５）、少なくとも１つの出力ユニット（６）、並びに少なくとも
１つの光電構成部材（７，１７）を含む車両投光器（１，１１）であって、前記光電構成
部材は、個別に調整可能な複数の光電要素（８）の制御可能なアセンブリを２次元マトリ
クスの形で含み、
　画像解像度が、マトリクスの行数と列数の積によって規定されており、
　前記車両投光器（１，１１）は、前記少なくとも１つの光源（２，１２）から前記少な
くとも１つの光電構成部材（７，１７）の方向に光を照射し、前記少なくとも１つの光電
構成部材（７，１７）によって変調し、少なくとも部分的に前記少なくとも１つの投影光
学系（４，１４）の方向に照明し、車両の前方に光像を形成するように構成されており、
　前記少なくとも１つの制御装置（５）は前記少なくとも１つの出力ユニット（６）と接
続されており、該少なくとも１つの出力ユニット（６）は、前記光電要素（８）を制御す
るための前記少なくとも１つの光電構成部材（７，１７）と接続されている、車両投光器
において、
　前記少なくとも１つの制御装置（５）の側には少なくとも１つの光モデル（２０）が複
数のモデル規定点（９）の形態で記憶されており、
　前記少なくとも１つの制御装置（５）は、前記少なくとも１つの光モデル（２０）から
画像データ（２１）を、状況画像解像度を備える２次元マトリクス形状の状況光分布の形
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態で形成するように構成されており、
　前記状況画像解像度は、前記状況光分布の行数と列数の積によって規定されており、
　前記状況画像解像度は、前記光モデルの複数のモデル規定点（９）よりも格段に高く、
前記画像データ（２１）は、モデル規定点（９）から補間によって形成され、
　前記少なくとも１つの出力ユニット（６）によって、前記画像データ（２１）は前記少
なくとも１つの制御装置（５）から前記少なくとも１つの光電構成部材（７，１７）に伝
送され、
　前記少なくとも１つの出力ユニット（６）は、前記画像データ（２１）を少なくとも１
つのデータ信号（Ｓ１）によって前記少なくとも１つの光電構成部材（７，１７）に伝送
するように構成されており、
　前記少なくとも１つのデータ信号（Ｓ１）は時間窓（Ｔ１）を含み、該時間窓は、デー
タ信号（Ｓ１）において、画像情報（ＰＩＣ）の後方の信号ショルダ（Ｐ２）と、前記画
像情報に続く画像情報（ＰＩＣ’）の前方の信号ショルダ（Ｐ１’）との間にあり、
　前記状況光分布の計算は、前記時間窓（Ｔ１）内で実行される、ことを特徴とする車両
投光器。
【請求項２】
　値の補間が、それぞれ隣接するモデル規定点（９）の間で線形に行われる、ことを特徴
とする請求項１に記載の車両投光器。
【請求項３】
　前記モデル規定点（９）は、前記光電要素（８）の反射率または透過率によって規定さ
れている、ことを特徴とする請求項１または２に記載の車両投光器。
【請求項４】
　それぞれ隣接するモデル規定点（９）の間の間隔は同じ大きさである、ことを特徴とす
る請求項１から３のいずれか一項に記載の車両投光器。
【請求項５】
　前記状況光分布は、車両のロービームまたはハイビームの光分布である、ことを特徴と
する請求項１から４のいずれか一項に記載の車両投光器。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの光源（２）は、半導体発光ダイオードを含む、ことを特徴とする
請求項１から５のいずれか一項に記載の車両投光器。
【請求項７】
　車両投光器（１，１１）により少なくとも１つの光分布を形成する方法であって、
　少なくとも１つの光源（２，１２）、少なくとも１つの投影光学系（４，１４）、少な
くとも１つの制御装置（５）、少なくとも１つの出力ユニット（６）、並びに少なくとも
１つの光電構成部材（７，１７）を含み、前記光電構成部材は、個別に調整可能な複数の
光電要素（８）の制御可能なアセンブリを２次元マトリクスの形で含み、
　画像解像度が、マトリクスの行数と列数の積によって規定され、
　前記車両投光器（１，１１）は、前記少なくとも１つの光源（２，１２）から前記少な
くとも１つの光電構成部材（７，１７）の方向に光を照射し、前記少なくとも１つの光電
構成部材（７，１７）によって変調し、少なくとも部分的に前記少なくとも１つの投影光
学系（４，１４）の方向に照明し、車両の前方に光像を形成するように構成されており、
　前記少なくとも１つの制御装置（５）は前記少なくとも１つの出力ユニット（６）と接
続されており、該少なくとも１つの出力ユニット（６）は、前記少なくとも１つの光電構
成部材（７，１７）と接続されており、前記光電要素（８）を制御する、方法において、
　前記少なくとも１つの制御装置（５）の側に少なくとも１つの光モデル（２０）が記憶
され、
　前記少なくとも１つの制御装置（５）は、当該制御装置（５）に割り当てられたメモリ
において当該制御装置の側で複数のモデル規定点（９）の形態で記憶された少なくとも１
つの光モデル（２０）から、画像データ（２１）を、状況画像解像度を備える２次元マト
リクス形状の状況光分布の形態で形成し、
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　前記状況画像解像度は、前記状況光分布の行数と列数の積によって規定されており、
　前記状況画像解像度は、前記光モデルの複数のモデル規定点（９）よりも格段に高く、
前記画像データ（２１）は、モデル規定点（９）から補間によって形成され、
　前記画像データ（２１）は、前記少なくとも１つの出力ユニット（６）によって前記少
なくとも１つの光電構成部材（７，１７）に結像され、
　前記少なくとも１つの出力ユニット（６）は、前記画像データ（２１）を少なくとも１
つのデータ信号（Ｓ１）によって前記少なくとも１つの光電構成部材（７，１７）に伝送
し、
　前記少なくとも１つのデータ信号（Ｓ１）は時間窓（Ｔ１）を含み、該時間窓は、デー
タ信号（Ｓ１）において、画像情報（ＰＩＣ）の後方の信号ショルダ（Ｐ２）と、前記画
像情報に続く画像情報（ＰＩＣ’）の前方の信号ショルダ（Ｐ１’）との間にあり、
　前記状況光分布の計算は、前記時間窓（Ｔ１）内で実行される、ことを特徴とする方法
。
【請求項８】
　値の補間は、それぞれ隣接するモデル規定点（９）間で線形に行われる、ことを特徴と
する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記モデル規定点（９）は、前記光電要素（８）の反射率または透過率によって規定さ
れている、ことを特徴とする請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　それぞれ隣接するモデル規定点（９）の間の間隔は同じ大きさである、ことを特徴とす
る請求項７から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記状況光分布は、車両のロービームまたはハイビームの光分布である、ことを特徴と
する請求項７から１０のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの光源、少なくとも１つの投影光学系、少なくとも１つの制
御装置、少なくとも１つの出力ユニット、並びに少なくとも１つの光電構成部材を含む車
両投光器に関するものであり、前記光電構成部材は、個別に調整可能な複数の光電要素の
制御可能なアセンブリを２次元マトリクスの形態で含む。画像解像度はマトリクスの列数
と行数の積により規定されており、車両投光器は、少なくとも１つの光源から少なくとも
１つの光電構成部材の方向に光を照射し、少なくとも１つの光電構成部材によって変調し
、少なくとも部分的に少なくとも１つの投影光学系の方向に放射し、車両の前方に光像を
形成するように構成されている。少なくとも１つの制御装置は少なくとも１つの出力ユニ
ットと接続されており、少なくとも１つの出力ユニットは、少なくとも１つの光電構成部
材と接続されており、光電要素を制御することができる。
【０００２】
　さらに本発明は、前記形式の車両投光器によって車両の前方に光分布を形成するための
方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　現代の投光器システムの開発の際には、可及的に高解像度の光像を走行路に投影できる
ようにしたいという要望が益々重要になっており、この光像は迅速に変化し、それぞれの
交通条件、道路条件および光条件に適合することができる。概念「走行路」は、ここでは
簡単に説明するために使用される。なぜならこれはもちろん、光像が実際に走行路上に存
在するか、またはそれを越えて伸長しているかという位置的状況に依存するからである。
原則的に光像は、投影に基づいて垂直面上に、自動車照明技術に関連する当該規則に対応
して記述される。
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【０００４】
　前記の要望に対応するために、とりわけ、可変に制御可能な反射面が複数のマイクロミ
ラーから形成されており、光源により形成される光放射が投光器の照射方向に反射される
投光器が開発された。この種の照明装置は、自動車工学において、それらの非常にフレキ
シブルな光機能の点で有利である。なぜなら種々異なる照明領域に対して照明強度を個別
に制御することができ、例えばロービーム光分布、右左折曲光－光分布、市街地光－光分
布、高速道路光－光分布、コーナリング光－光分布、ハイビーム光分布または幻惑のない
ハイビームの結像のような種々の光分布を備える任意の光機能を実現することができるか
らである。
【０００５】
　マイクロミラーアセンブリに対しては、いわゆるデジタルライトプロセッシング（ＤＬ
Ｐ（登録商標））投影技術が使用される。この投影技術では画像が、デジタル画像を光線
に重畳変調（aufmoduliert）することにより形成される。ここでは、ピクセルとも称され
る可動のマイクロミラーの矩形のアセンブリによって光線が部分領域に分解され、引き続
きピクセルごとに投影経路に入射するように、または投影経路から出射するように反射さ
れる。
【０００６】
　この技術に対する基礎は、複数ミラーのマトリクスの形の矩形のアセンブリおよびそれ
らの制御技術を含む電子構成部材が形成する。これは「デジタルマイクロミラーデバイス
」（ＤＭＤ）と称される。
【０００７】
　ＤＭＤマイクロシステムは、マトリクス状に配置されたマイクロミラーアクチュエータ
、すなわち傾動可能な複数反射面からなる平面光変調器（空間光変調器、ＳＬＭ）であり
、例えば約１６μｍのエッジ長を有する。ミラー面は、静電界の作用によって可動である
ように構成されている。各マイクロミラーの角度は個別に調整可能であり、通常は２つの
安定した最終状態を有し、これら２つの最終状態の間で１秒以内に５０００回まで切り替
わることができる。個別のマイクロミラーは、例えばそれぞれパルス幅変調（ＰＷＭ）に
より制御することができ、これによりＤＭＤアセンブリの主照射方向においてマイクロミ
ラーのさらなる状態を結像する。これらマイクロミラーの時間的に平均した反射率は、Ｄ
ＭＤの２つの安定した状態の間にある。ミラーの数は投影される画像の解像度に相当し、
一ミラーが１つまたは複数のピクセルであることが可能である。昨今では、メガピクセル
範囲の高解像度のＤＭＤチップが入手可能である。調整可能な個別ミラーの基礎となる技
術はマイクロエレクトロメカニカルシステム（ＭＥＭＳ）技術である。
【０００８】
　ＤＭＤ技術は、２つの安定したミラー状態を有し、２つの安定した状態の間で変調する
ことにより、反射係数を調整することができるが、一方、「アナログマイクロミラーデバ
イス」（ＡＭＤ）は、個別ミラーを可変のミラー位置に調整することができ、そこにおい
て個別ミラーはそれぞれ安定状態にある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】WO2015/032795A2
【特許文献２】US2004/114379Al
【特許文献３】EP2 479 064 Al
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　解像度の異なる複数の光分布を車両前方の走行路に投影することのできるこの種の車両
投光器では、かなりのメモリが必要である。マイクロミラーアセンブリのための制御装置
は、しばしば「埋込型システム」として実現される。この種の埋込型システムは、しばし
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ば特別の課題に適合されており、コスト的な理由から最適化されたハイブリッド型のハー
ドウエア－ソフトウエア実装が選択される。したがって実際には計算能力および使用可能
なメモリが制限されていることがしばしばである。付加的な外部メモリを使用することは
しばしば不利である。というのも、メモリ自体がコストの原因となるだけでなく、「埋込
型システム」の複雑性も有意に上昇し、あるいは自動車適用に対して必要な認可のために
は市場で提供可能ではないからである。
【００１１】
　本発明の課題は、前記欠点を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この課題は、冒頭に述べた形式の投光器により、本発明にしたがって少なくとも１つの
制御装置には少なくとも１つの光モデルが複数のモデル規定点の形態で記憶されており、
前記少なくとも１つの制御装置は、前記少なくとも１つの光モデルから画像データを、状
況画像解像度を備える２次元マトリクス形状の状況光分布の形態で形成するように構成さ
れており、前記状況画像解像度は、状況光分布の行数と列数によって規定され、前記状況
画像解像度は、光モデルの複数のモデル規定点よりも格段に高く、好ましくは少なくとも
１００倍、特に好ましくは少なくとも１００００倍高く、前記画像データは、モデル規定
点からの好ましくは補間によって形成され、前記画像データは、少なくとも１つの出力ユ
ニットによって少なくとも１つの光電構成部材上に結像することができる、ことによって
解決される。
【００１３】
　本発明の第１の視点によれば、
　少なくとも１つの光源、少なくとも１つの投影光学系、少なくとも１つの制御装置、少
なくとも１つの出力ユニット、並びに少なくとも１つの光電構成部材を含む車両投光器が
提供される。前記光電構成部材は、個別に調整可能な複数の光電要素の制御可能なアセン
ブリを２次元マトリクスの形で含み、
　画像解像度が、マトリクスの行数と列数の積によって規定されている。
　前記車両投光器は、前記少なくとも１つの光源から前記少なくとも１つの光電構成部材
の方向に光を照射し、前記少なくとも１つの光電構成部材によって変調し、少なくとも部
分的に前記少なくとも１つの投影光学系の方向に照明し、車両の前方に光像を形成するよ
うに構成されている。
　前記少なくとも１つの制御装置は前記少なくとも１つの出力ユニットと接続されており
、該少なくとも１つの出力ユニットは、前記光電要素を制御するための前記少なくとも１
つの光電構成部材と接続されている。
　該車両投光器において、
　前記少なくとも１つの制御装置の側には少なくとも１つの光モデルが複数のモデル規定
点の形態で記憶されている。
　前記少なくとも１つの制御装置は、前記少なくとも１つの光モデルから画像データを、
状況画像解像度を備える２次元マトリクス形状の状況光分布の形態で形成するように構成
されており、
　前記状況画像解像度は、前記状況光分布の行数と列数の積によって規定されており、
　前記状況画像解像度は、光モデルの複数のモデル規定点よりも格段に高く、前記画像デ
ータは、モデル規定点から（の好ましくは補間によって）形成され、
　少なくとも１つの出力ユニットによって、前記画像データは前記少なくとも１つの制御
装置から前記少なくとも１つの光電構成部材に伝送される。
　より詳しくは、前記第１の視点において、
　少なくとも１つの光源、少なくとも１つの投影光学系、少なくとも１つの制御装置、少
なくとも１つの出力ユニット、並びに少なくとも１つの光電構成部材を含む車両投光器で
あって、前記光電構成部材は、個別に調整可能な複数の光電要素の制御可能なアセンブリ
を２次元マトリクスの形で含み、



(6) JP 6792071 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

　画像解像度が、マトリクスの行数と列数の積によって規定されており、
　前記車両投光器は、前記少なくとも１つの光源から前記少なくとも１つの光電構成部材
の方向に光を照射し、前記少なくとも１つの光電構成部材によって変調し、少なくとも部
分的に前記少なくとも１つの投影光学系の方向に照明し、車両の前方に光像を形成するよ
うに構成されており、
　前記少なくとも１つの制御装置は前記少なくとも１つの出力ユニットと接続されており
、該少なくとも１つの出力ユニットは、前記光電要素を制御するための前記少なくとも１
つの光電構成部材と接続されている、車両投光器において、
　前記少なくとも１つの制御装置の側には少なくとも１つの光モデルが複数のモデル規定
点の形態で記憶されており、
　前記少なくとも１つの制御装置は、前記少なくとも１つの光モデルから画像データを、
状況画像解像度を備える２次元マトリクス形状の状況光分布の形態で形成するように構成
されており、
　前記状況画像解像度は、前記状況光分布の行数と列数の積によって規定されており、
　前記状況画像解像度は、前記光モデルの複数のモデル規定点よりも格段に高く、前記画
像データは、モデル規定点から補間によって形成され、
　前記少なくとも１つの出力ユニットによって、前記画像データは前記少なくとも１つの
制御装置から前記少なくとも１つの光電構成部材に伝送され、
　前記少なくとも１つの出力ユニットは、前記画像データを少なくとも１つのデータ信号
によって前記少なくとも１つの光電構成部材に伝送するように構成されており、
　前記少なくとも１つのデータ信号は時間窓を含み、該時間窓は、データ信号において、
画像情報の後方の信号ショルダと、前記画像情報に続く画像情報の前方の信号ショルダと
の間にあり、
　前記状況光分布の計算は、前記時間窓内で実行される、ことを特徴とする車両投光器が
提供される。
　本発明の第２の視点において、
　車両投光器により少なくとも１つの光分布を形成する方法が提供される。
　車両投光器は、少なくとも１つの光源、少なくとも１つの投影光学系、少なくとも１つ
の制御装置、少なくとも１つの出力ユニット、並びに少なくとも１つの光電構成部材を含
み、前記光電構成部材は、個別に調整可能な複数の光電要素の制御可能なアセンブリを２
次元マトリクスの形で含み、
　画像解像度が、マトリクスの行数と列数の積によって規定される。
　該方法において、前記車両投光器は、前記少なくとも１つの光源から前記少なくとも１
つの光電構成部材の方向に光を照射し、前記少なくとも１つの光電構成部材によって変調
し、少なくとも部分的に前記少なくとも１つの投影光学系の方向に照明し、車両の前方に
光像を形成するように構成されており、
　前記少なくとも１つの制御装置は前記少なくとも１つの出力ユニットと接続されており
、該少なくとも１つの出力ユニットは、前記少なくとも１つの光電構成部材と接続されて
おり、前記光電要素を制御する。
　該方法において、
　前記少なくとも１つの制御装置の側に少なくとも１つの光モデルが記憶され、
　前記少なくとも１つの制御装置は、当該制御装置に配設されたメモリにおいて制御装置
の側から複数のモデル規定点の形態で記憶された少なくとも１つの光モデルから、画像デ
ータを、状況画像解像度を備える２次元マトリクス状の状況光分布の形態で形成し、
　前記状況画像解像度は、前記状況光分布の行数と列数の積によって規定されており、
　前記状況画像解像度は、光モデルの複数のモデル規定点よりも格段に高く、前記画像デ
ータは、モデル規定点から（の好ましくは補間によって）形成される。
　前記画像データは、前記少なくとも１つの出力ユニットによって前記少なくとも１つの
光電構成部材に結像される。
　より詳しくは、前記第２の視点において、
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　車両投光器により少なくとも１つの光分布を形成する方法であって、
　少なくとも１つの光源、少なくとも１つの投影光学系、少なくとも１つの制御装置、少
なくとも１つの出力ユニット、並びに少なくとも１つの光電構成部材を含み、前記光電構
成部材は、個別に調整可能な複数の光電要素の制御可能なアセンブリを２次元マトリクス
の形で含み、
　画像解像度が、マトリクスの行数と列数の積によって規定され、
　前記車両投光器は、前記少なくとも１つの光源から前記少なくとも１つの光電構成部材
の方向に光を照射し、前記少なくとも１つの光電構成部材によって変調し、少なくとも部
分的に前記少なくとも１つの投影光学系の方向に照明し、車両の前方に光像を形成するよ
うに構成されており、
　前記少なくとも１つの制御装置は前記少なくとも１つの出力ユニットと接続されており
、該少なくとも１つの出力ユニットは、前記少なくとも１つの光電構成部材と接続されて
おり、前記光電要素を制御する、方法において、
　前記少なくとも１つの制御装置の側に少なくとも１つの光モデルが記憶され、
　前記少なくとも１つの制御装置は、当該制御装置に割り当てられたメモリにおいて当該
制御装置の側で複数のモデル規定点の形態で記憶された少なくとも１つの光モデルから、
画像データを、状況画像解像度を備える２次元マトリクス形状の状況光分布の形態で形成
し、
　前記状況画像解像度は、前記状況光分布の行数と列数の積によって規定されており、
　前記状況画像解像度は、前記光モデルの複数のモデル規定点よりも格段に高く、前記画
像データは、モデル規定点から補間によって形成され、
　前記画像データは、前記少なくとも１つの出力ユニットによって前記少なくとも１つの
光電構成部材に結像され、
　前記少なくとも１つの出力ユニットは、前記画像データを少なくとも１つのデータ信号
によって前記少なくとも１つの光電構成部材に伝送し、
　前記少なくとも１つのデータ信号は時間窓を含み、該時間窓は、データ信号において、
画像情報の後方の信号ショルダと、前記画像情報に続く画像情報の前方の信号ショルダと
の間にあり、
　前記状況光分布の計算は、前記時間窓内で実行される、ことを特徴とする方法が提供さ
れる。
　なお、特許請求の範囲に付記した図面参照符号は専ら発明の理解を助けるためのもので
あり、本発明を図示の態様に限定することは意図していない。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　複数のモデル規定点（ないしモデル規定データ点　Vielzahl von Stuetzstellen）の形
態の光モデルを使用することにより、１つまたは複数の光分布を記憶するために必要なメ
モリ必要度を有意に低減することができる。光分布は単純に経過する明度経過を有するこ
とができ、この明度経過は２次元に湾曲した平面によって非常に簡単に記述することがで
きる。これらの平面はさらに複数のモデル規定点によって記述（規定）することができ、
これらモデル規定点の数（Anzahl）、したがってそのメモリ必要度は、画像データを介し
て高解像度に記述された光分布よりも格段に小さい。これにより、制御装置としての従来
の「埋込型システム」により取り扱うことのできる格段に低減されたメモリ必要度が得ら
れる。必要なメモリは、マイクロプロセッサチップ上にも、別個のメモリチップ上にも置
くことができることは明らかである。
【００１５】
　モデル規定点（複数）は、例えば２次元マトリクスの形に規定（定義）することができ
る。モデル規定点の数が、マトリクスの行および列を基準にして、それぞれ係数１０だけ
状況光分布（Situationslichtverteilung）の行および列の数よりも少なく選択されれば
、少なくとも係数１００だけ所要のメモリ必要度の低減が得られる。モデル規定点の数が
、状況光分布の行および列の数よりも少なくとも係数１００だけ少なく選択されれば、少
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なくとも係数１００００だけ所要のメモリ必要度の低減が得られる。
【００１６】
　さらにこの課題は、冒頭に述べた形式の方法により、本発明にしたがい前照灯が前記形
式の光分布を、上に述べたように形成することによって解決される。本方法から得られる
利点は、本発明の車両投光器の利点に対応する。したがって以下では車両投光器の利点だ
けを記載するが、個々の利点は本発明の方法に対しても当てはまる。
【００１７】
　モデル規定点（複数）から所要の画像データを高い解像度で計算するために、モデル規
定点の間の値（複数）を線形補間によって求めると有利である。というのもこの場合、計
算を特に簡単に実施することができ、例えば市販のコスト的に有利な「埋込型システム」
によって行うことができるからである。画像データの計算は、例えば１つまたは複数のプ
ロセッサあるいは計算ユニットによって実行できることは明らかである。この計算は、言
い替えると、個別のマイクロプロセッサ上で、または分散型システムアーキテクチャとし
て編成された論理計算ユニット上で実行することができる。
【００１８】
　特別の適用において特に一様に延在する光分布が所望される場合、または例えばロービ
ームの明暗境界を先鋭に形成することが必要な場合、他の補間法、例えば多項式曲線（ス
プライン）または部分ごとの補間も使用することができる。同様に、例えば１つのモデル
規定点から次のモデル規定点の直前まで一定に経過するような簡単な補間法も考えられる
。
【００１９】
　モデル規定点が光電要素の反射率または透過率により規定されると非常に有利である。
これにより画像データを出力ユニットの制御のために直接使用することができ、例えば絶
対明度（ないし輝度）値または相対明度値の再計算または適合を行う必要がなく、計算時
間を節約することができる。
【００２０】
　モデル規定点の間の間隔が等しい大きさである場合、制御ユニット内での計算方法を簡
単に維持することができる。なぜなら高解像度の画像データのために計算されるモデル規
定点の間のポイントのそれぞれの間隔を一度だけ計算すれば良いからである。言い替える
とモデル規定点は、簡単な線形画像変換によって光電構成部材の画像解像度に、一度だけ
の計算の形で（例えば線形補間）変換される。これは、１つのモデル規定点に対してだけ
ステップ幅を行方向と列方向に決定することにより行われ、この場合、このステップ幅は
他の全てのモデル規定点に対しても当てはまる。これにより計算時間もプログラミング労
力も小さく維持することができる。
【００２１】
　状況光分布（即ち、状況に応じた光分布　Situationslichtverteilung）はロービーム
またはハイビームの光分布であると特に有利である。なぜなら、これら光分布は現行の規
則によって前もって規定されており、場合により種々の国の基準が異なってもこれにより
容易に考慮することができるからである。
【００２２】
　本発明の好ましい一発展形態では、出力ユニットは、画像データを少なくとも１つのデ
ータ信号によって伝送するように構成されており、この少なくとも１つのデータ信号は、
画像データの画像情報が伝送される時間窓を含み、この時間窓は、画像情報の後方の信号
ショルダ（Signal-Schulter）と、これに続く画像情報の前方の信号ショルダとによって
画定されており、状況光分布の計算はこの時間窓内で実行される。
【００２３】
　状況光分布の計算は、制御ユニットの占有が画像情報の計算により最適に位置決めされ
た時間間隔で行われ、制御ユニットはこの時間窓の外の時間を、別の計算または車両投光
器の制御のために使用することができる。
【００２４】
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　少なくとも１つの光源が半導体発光ダイオード、とりわけ高電流発光ダイオードまたは
レーザダイオードを含むと特に有利である。なぜなら車両投光器において小さな構造サイ
ズを達成することができるからである。さらに光は高効率で形成され、光源（から）の熱
放出が低減される。このことはとりわけ、温度に鋭敏なＡＭＤまたはＤＭＤを使用する場
合に非常に重要である。
【００２５】
　本発明およびその利点を以下、非限定的であり、添付図面に示された実施例に基づき詳
細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明による一車両投光器の第１実施形態の斜視図である。
【図２】本発明による一車両投光器の第２実施形態の斜視図である。
【図３】拡大した詳細図に含まれた光電要素を備える一光電構成部材の前方平面図である
。
【図４】本発明の一車両投光器のブロック回路図である。
【図５】図４の光電構成部材を制御するための信号の時間経過を示す図である。
【図６】本発明の一車両投光器の計算された光分布の斜視図である。
【図７】本発明の一車両投光器の一光分布を示す図である。
【実施例】
【００２７】
　図１から図７を参照すると、本発明の実施例が詳細に示されている。とりわけ一投光器
（ヘッドライト）において本発明に重要な部分が図示されており、一ヘッドライトが図示
しない多数の別の部分を含むことは明らかであり、これらの部分は自動車、例えば自家用
車または自動二輪における有意義な使用を可能にする。したがって分かり易くするために
、例えば構成部材用の冷却装置、制御電子回路、さらなる光学要素、機械的調整装置ない
し保持部は図示されていない。
【００２８】
　これら実施例は同時に、ここに記載する形式の車両ヘッドライトにより車両前方に光分
布を形成する本発明の方法を示す。
【００２９】
　これら実施例およびそれらの特徴は、本発明を個別にも記述し、互いに組み合わせるこ
とも可能であることは明白である。
【００３０】
　図１は、本発明による一車両ヘッドライト１の第１実施形態を示す。例えば一発光ダイ
オードまたはパワーＬＥＤ並びに光線を束ねるための一次光学系３を含むことのできる一
光源２は、一光電構成部材７を照明するように構成されている。
【００３１】
　光電構成部材７は、２次元マトリクスに配置された複数の光電要素８を含む。この第１
実施例では、光電要素８は個別に制御可能なマイクロミラーであり、マトリクスの各個別
の要素の反射作用を可変に調整することができる（例えばＡＭＤまたはＤＭＤ）。
【００３２】
　光電構成部材７は、入射光を投影光学系４の方向に反射することができ、制御されるマ
トリクス要素はそれらの反射係数を、マイクロミラーの角度を変調することによって個別
に調整し、所望の光分布を入射光線に対し変調して生成する。投影光学系４は、車両ヘッ
ドライト１の照射方向に配向されており、したがって所望の光分布を車両の前方に形成す
る。
【００３３】
　光電構成部材７の制御は制御ユニット１０によって行われる。制御ユニットでは所望の
光分布を計算することができ、この制御ユニットにはそれに必要な光電要素８の制御が、
光電構成部材７への制御信号の形態で出力される。
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【００３４】
　図２は、本発明による一車両ヘッドライト１１の第２実施形態を示す。例えば発光ダイ
オード、高電流ＬＥＤ（パワーＬＥＤ）またはレーザダイオード、並びに光源１２から発
する光線を束ねるための一次光学系１３を含むことのできる一光源１２は、光電構成部材
１７を照明するように構成されている。
【００３５】
　光電構成部材１７は２次元マトリクスに配置された複数の光電要素を含む。この第２実
施例では光電要素８は、個別に制御可能な光透過性要素であり、マトリクスの各個別の要
素の光透過作用を可変に調整することができる（例えばＬＣＤ）。
【００３６】
　光電構成部材１７は、入射光を投影光学系１４の方向に透過することができ、制御され
るマトリクス要素はそれらの光透過性を個別に調整し、所望の光分布を入射光線に対し変
調して生成する。投影光学系１４は、車両ヘッドライト１１の照射方向に配向されており
、したがって所望の光分布を車両の前方に形成する。
【００３７】
　光源構成部材１７の制御は制御ユニット１０ａによって行われる。制御ユニットでは光
分布を計算することができ、そのために必要な光電要素、例えばＬＣＤのピクセルの制御
が、制御信号の形態で光電構成部材１７に出力される。
【００３８】
　図１と図２に示した光電構成部材７，１７の変形形態の他に、光の相応の変調を可能に
する別の技術ももちろん使用することができる。したがって完全性のために、ＬＣｏＳシ
ステム（ＬＣｏＳ「Liquid Crystal on Silicon」）を挙げておく。
【００３９】
　光の変調は、走行路上での光分布のセグメント化を可能にする。すなわち走行路上に投
影された光分布は、異なる空間角ごとに個別に制御することができる。走行路上に投影さ
れた光像に対しては、本発明の車両ヘッドライトにより個別に制御することのできるセグ
メントの数が重要である。これは種々の走行状況に対して個別に適合された光分布（即ち
、状況光分布）を形成するためである。これらセグメントの数は、例えばマイクロミラー
の数に依存しており、例えば矩形のマトリクス配置において８５４×４８０個のマイクロ
ミラーまたはピクセルである。
【００４０】
　車両に対して２つのヘッドライトが使用される場合、セグメントを互いに整列すること
ができ、セグメントの数は２倍にすることができる。通常、車両ヘッドライトの取り付け
状態において複数のセグメントが、水平および垂直方向に必要である。この理由からピク
セルでは、光電構成部材によりセグメント化された２つの車両ヘッドライトの光分布が、
マトリクス配置の短辺側で互い違いに整列され、これにより水平方向の解像度を２倍にす
ることがしばしばである。
【００４１】
　例えば比較的に強いコントラストを画像領域に形成するために、２つまたは複数の光分
布を完全にまたは部分的にだけオーバーレイないし重ね合わせることもできる。
【００４２】
　図３にはＤＭＤの形態の光電構成部材７の一例が正面図に示されている。拡大された画
像部分は、マトリクス形状に配置された光電要素８を示し、これらの光電要素は個別に制
御可能なマイクロミラーを含み、この例ではそれぞれ２番目（１つおき）マイクロミラー
が傾斜されている。
【００４３】
　図４は、本発明の車両ヘッドライト１のブロック電気回路図を示す。制御装置５は、光
モデル２０から光分布を画像データ２１の形態で計算することができ、出力ユニット６を
介してビデオ信号２２の形態で光電構成部材７に出力する。制御装置５は出力ユニット６
と共に制御ユニット１０を形成し、この制御ユニットには光電構成部材７が接続されてい
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る。制御装置５が必要とするメモリは、マイクロプロセッサチップ上にも、別個のチップ
またはメモリチップ上にも配置することができる。付加的に制御装置５はインタフェース
を含むことができ、このインタフェースを介して例えば光モデル２０を制御装置５に通知
することができる。
【００４４】
　図５には、データ信号Ｓ１に対する時間領域内に信号経過が示されており、ビデオ信号
の同期パルスＶ１，Ｖ１’を備えるＶ－Ｓｙｎｃ制御信号Ｓ２も示されている。制御装置
５は、車両のその都度の走行状況に適合するために所望の光分布を繰り返し新たに計算し
、それぞれ所要の光分布を計算する。制御装置５は、計算された光分布を画像データ２１
の形態で出力ユニット６に伝送し、出力ユニットはさらに画像データを、データ信号Ｓ１
およびＶ－Ｓｙｎｃ信号Ｓ２を含むビデオ信号２２の形態で光電構成部材７に伝送する。
ビデオ信号２２は、例えば毎秒２５の画像の画像反復周波数を達成するために信号周波数
を有することがしばしばである。説明するために図５には互いに連続する２つの時間窓Ｔ
１とＴ２が示されている。時間窓Ｔ１は、画像情報の伝送の終了時に開始し、データ信号
Ｓ１における画像データ２１の後続の画像情報の伝送の開始時まで持続する。時間窓Ｔ２
は、時間窓Ｔ１の終了後に開始し、データ信号Ｓ１における画像データ２１からの画像情
報の伝送の終了時まで持続する。
【００４５】
　言い換えると出力ユニット６は、画像信号を少なくとも１つのデータ信号Ｓ１によって
光電構成部材７，１７に伝送するように構成されており、少なくとも１つのデータ信号Ｓ
１は、データ信号Ｓ１における画像情報の前方の信号ショルダ（立上りフランク）Ｐ１と
後方の信号ショルダ（立下がりフランク）Ｐ２との間にある時間窓Ｔ２を含む。時間窓Ｔ
１は、画像情報ＰＩＣの後方の信号ショルダＰ２と、データ信号Ｓ１においてこれに続く
画像情報ＰＩＣ’の前方の信号ショルダＰ１’との間にある。例えば車両の運転者が車両
ヘッドライトのロービーム機能をハイビーム機能に切り替える場合、各走行状況は光分布
の新たな計算を要求することがある。この切り替えは非常に迅速に行わなければならず、
この過程に対して必要な制御装置５の計算能力を考慮すべきである。ここでは、状況光分
布の計算が時間窓Ｔ１で実行されると特に有利である。なぜならこの時間窓では画像デー
タが伝送されず、制御装置５の側での計算能力が使用可能だからである。時間窓Ｔ１は、
各後方の信号ショルダＰ２（バックポーチ）と前方の信号ショルダＰ１’（フロントポー
チ）との間にある。所望される画像反復率に依存して、光分布の計算のために時間窓Ｔ１
は数ミリ秒しかない。例えば時間窓Ｔ１は、ビデオ信号が６４０×４８０ピクセルの画像
情報を含み、６０Ｈｚの画像反復率を有する場合、画像情報ＰＩＣの後方の信号ショルダ
Ｐ２とこれに続く画像情報ＰＩＣ’の前方の信号ショルダＰ１’との間で約１．４ｍｓで
ある。
【００４６】
　図６は、例えばハイビームの計算された光分布に対する一例を空間的に図示する。図示
の座標系の軸上、軸ＸＡとＹＡにはそれぞれの明度値（または減光値）の水平および垂直
の位置が示されており、明度値は軸ＺＡ上にプロットされている。
【００４７】
　例えばロービーム、コーナリング光のような別の光分布も同様に可能である。
【００４８】
　光分布は、モデル規定点（Stuetzpunkte、即ち、光分布モデル線図を規定する点）９に
より記述（規定）することができる。各モデル規定点９は例えば一データセット（Ｘ，Ｙ
，Ｚ）を含み、ここでＺは位置（Ｘ，Ｙ）における所望の明度値である。モデル規定点の
間を補間することによってさらなる明度値を計算することができる。ここでは種々の補間
方法が可能である。線形補間を使用する場合、モデル規定点９の間の勾配が計算され、個
々のモデル規定点９の間にあるポイント（複数）の計算の際に、計算自体を特に簡単に維
持するために、それぞれ同じ勾配が使用される。このことは、制御装置５の計算能力が制
限されている場合には、必要なことがある。時間窓Ｔ１は計算のために特に有利であり、
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時間窓Ｔ１において光分布に対する計算を実行することにより有利に使用することができ
る。
【００４９】
　光電構成部材７，１７の個々のマトリクス要素の値は、計算された光分布において絶対
明度または相対明度に相当することができる。さらに値はそれぞれの光電要素８の調整値
に相当しても良く、例えば０から２５５の間の値が、反射率または明度値、あるいは暗に
対する０％から明に対する１００％の間の減光値に相当しても良い。ＤＭＤシステムによ
り設定されるこれらの値の各定義に応じて、光電構成部材７が光電要素８の調整領域への
適合を行うことが必要な場合がある。
【００５０】
　多くのＤＭＤシステムにおいて光の変調は、パルス幅変調（ＰＷＭ）の意味でそれぞれ
のマイクロミラーを高周波で傾動することにより行われる。ここでは作動サイクル（デュ
ーティ比）が適合され、例えば７０％の減光のためにマイクロミラーは、クロック７０／
３０で２つの安定したミラー状態の間で運動される。２００Ｈｚ、１ｋＨｚまたは１０ｋ
Ｈｚまでの傾動周波数が一般的である。それに代わり、光電構成部材７，１７の個々のマ
トリクス要素の調整値は、マイクロミラーの位置またはマイクロミラーの傾動周波数に相
当することもできる。
【００５１】
　図７は、本発明のアセンブリにより形成された、道路上でのロービームの高解像度光分
布の一例を示す。ここで暗く図示された領域は明度の高い領域に対するものである。した
がって図示の記述は明度分布が（本来の明暗と）入れ替わっている。
【００５２】
　本発明には以下の形態が可能である。
（形態１）
　第１視点に記載のとおり。
（形態２）
　値の補間が、それぞれ隣接するモデル規定点の間で線形に行われる、ことを特徴とする
好ましくは形態１に記載の車両投光器。
（形態３）
　前記モデル規定点は、前記光電要素の反射率または透過率によって規定されている、こ
とを特徴とする好ましくは形態１または２に記載の車両投光器。
（形態４）
　それぞれ隣接するモデル規定点の間の間隔は同じ大きさである、ことを特徴とする好ま
しくは形態１から３のいずれか一に記載の車両投光器。
（形態５）
　前記状況光分布は、車両のロービームまたはハイビームの光分布である、ことを特徴と
する好ましくは形態１から４のいずれか一に記載の車両投光器。
（形態６）
　前記出力ユニットは、前記画像データを少なくとも１つのデータ信号（Ｓ１）によって
前記光電構成部材に伝送するように構成されており、
　前記少なくとも１つのデータ信号（Ｓ１）は時間窓（Ｔ１）を含み、該時間窓は、画像
情報ＰＩＣの後方の信号ショルダ（Ｐ２）と、データ信号（Ｓ１）において前記画像情報
に続く画像情報の前方の信号ショルダ（Ｐ１’）との間にあり、
　前記状況光分布の計算は、前記時間窓（Ｔ１）内で実行される、ことを特徴とする好ま
しくは形態１から５のいずれか一に記載の車両投光器。
（形態７）
　前記少なくとも１つの光源は、半導体発光ダイオード、とりわけ高電流発光ダイオード
またはレーザダイオードを含む、ことを特徴とする好ましくは形態１から６のいずれか一
に記載の車両投光器。
（形態８）
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　第１の視点に示す車両投光器により少なくとも１つの光分布を形成する方法であって、
第２の視点に示すとおり。
（形態９）
　値の補間は、それぞれ隣接するモデル規定点間で線形に行われる、ことを特徴とする好
ましくは形態８に記載の方法。
（形態１０）
　前記モデル規定点は、前記光電要素の反射率または透過率によって規定されている、こ
とを特徴とする好ましくは形態８または９に記載の方法。
（形態１１）
　それぞれ隣接するモデル規定点の間の間隔は同じ大きさである、ことを特徴とする好ま
しくは形態８から１０のいずれか一に記載の方法。
（形態１２）
　前記状況光分布は、車両のロービームまたはハイビームの光分布である、ことを特徴と
する好ましくは形態８から１１のいずれか一に記載の方法。
（形態１３）
　前記出力ユニットは、前記画像データを少なくとも１つのデータ信号によって前記光電
構成部材に伝送し、
　前記少なくとも１つのデータ信号は時間窓を含み、該時間窓は、画像情報ＰＩＣの後方
の信号ショルダと、データ信号における画像情報ＰＩＣ’の前方の信号ショルダとの間に
あり、
　前記状況光分布の計算は、前記時間窓内で実行される、ことを特徴とする好ましくは形
態８から１２のいずれか一に記載の方法。
【符号の説明】
【００５３】
　１，１１　車両投光器（ヘッドライト）
　２，１２　光源
　３，１３　一次光学系
　４，１４　投影光学系
　５　制御装置
　６　出力ユニット
　７，１７　光電構成部材
　８　光電要素
　９　モデル規定点（光分布モデル線図を規定する点　Stuetzpunkte）
　１０，１０ａ　制御ユニット
　２０　光モデル
　２１　画像データ
　２２　ビデオ信号
　Ｓ１　データ信号
　Ｓ２　Ｖ－Ｓｙｎｃ信号
　Ｔ１　時間窓１
　Ｔ２　時間窓２
　Ｐ１，Ｐ１’　前方の信号ショルダ（フロントポーチ）
　Ｐ２　後方の信号ショルダ（バックポーチ）
　Ｖ１，Ｖ１’　ビデオ同期パルス
　ＰＩＣ，ＰＩＣ’　画像情報
　Ｘ，Ｙ，Ｚ　座標
　ＸＡ，ＹＡ，ＺＡ　軸
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